別記
第１号様式（第４条関係）
罹災証明書交付申請書
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
年　　 月 　　日
（あて先）羽島市長　
申請者（住所）〒　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（氏名・ﾌﾘｶﾞﾅ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _GoBack]（被災者との関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（連絡先）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
罹災証明書の交付を申請します。


	世帯主住所
	□申請者（住所）と同じ場合は、レ点を付してください。
〒　　－

	世帯主氏名
	□申請者と世帯主が同じ場合は、レ点を付してください。

	罹災原因
	年　　　月　　　日の　　　　　による

	被災住家の
所在地
	□申請者（住所）と同じ場合は、レ点を付してください。

	被害の状況
	※浸水被害があった場合
浸水の深さ（□ 床下浸水　□ 床上浸水　　cm）

	証明書必要部数
	部


【自己判定方式 同意欄（希望する場合）】
　罹災証明書の交付を申請するに当たり、「自己判定方式」により申請することを希望します。
　また、被害の程度について、「準半壊に至らない（一部損壊）」（損害程度10％未満）と判定されることに同意します。
　※同意される方は右の□欄に、レ点を付してください。　□　同意します
　※同意される場合は、被害状況の分かる写真等（※詳細について裏面記載）を添付してください。







代理人による申請の場合は、裏面「委任状」も御記入ください。
（同一世帯の方が申請する場合は、委任状は不要です）
代理人による申請の場合は、申請者本人が以下の「委任状」も御記入ください。

	委　任　状

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
私は、下記の代理人に罹災証明書の交付申請について委任します。

年　　月　　日
申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　
（署名または記名押印）
※代筆者氏名


	代理人住所
（住民票の住所）
	〒　－

	フリガナ
	
	生年月日

	代理人氏名
	
	年 　　　月 　　　日

	申請者との関係
	
	連絡先
	



※被害状況の分かる写真とは
　・建物の全景（周囲４面、４枚以上）
　・表札
　・被害を受けた部位について、その内容が明らかになるような写真
※その他必要書類
　・本人確認書類（運転免許証、パスポートなど）の提示（郵送の場合は写し）
　・被災した住家の図面（あれば）　→　配置図、平面図、立面図など

◎自己判定方式とは
　・被害が軽微な場合に、①被災者（申請者）ご自身が撮影した写真等から被災した建物の被害状況が確認できることや、②被害の程度が『準半壊に至らない（一部損壊）』（家屋全体の損害割合が10％未満）であることが確認できること、及び③その結果に同意いただける場合は、自己判定方式により罹災証明書交付申請を行うことができます。
　・通常の家屋被害認定調査を省略するため、比較的早く罹災証明書の交付が可能となります。※現地調査（住家内部の調査等）の必要が生じた際は、調査をお願いすることがあります。






